
















れたのは 1606 年（慶長 11 年）で、東海道阿野
に一里塚が設置された２年後であった。17 世紀














ていった。19 世紀初頭の村勢は石高 663 石、家
































































































































































































































































･施薬患者数（領分中 230 人、濃州 18 人、勢州
16 人、飛州 16 人、三州 164 人）や、1807（文
化４）年から 1809 年にかけて尾張領内（405 人、










































































　三田家は「間口 11間、奥行８間、畳数 103 畳、
惣坪数 88 坪」（51）の大家である。現在の建物は、






































































































































































































































































































































































































































































































































（72）2008 年（平成 20 年）10 月はじめ「新し
い文書が蔵から発見された」との連絡で三田家
に向かい、10 点近い軸画も点検した。探し求
めてきた絵はなかった。が、ふと帰り際に目を
向けた縁側に伸ばされていた軸絵、その中の「西
巌」号に引き寄せられた。何度も凝らして見た
が、矢張り間違いはない。突如として姿を現し
た金有声画。至福の瞬間となった。
（73）新山退甫『韓客人相筆話』（郷司泰仁「宝
暦度朝鮮通信使の画員金有声について」『青丘
学術論集』23号、2003 年）
（74）屏風仕立の「洛山寺」「花鳥図」「金剛山図」
「梅鳥図」がある。
（75）「李賀騎馬図」「滝山水」「寿老人図」がある。
（76）郷司泰仁前掲論文
（77）「建仁寺展図録解説」（2002 年）
（78）山内長三『朝鮮の絵日本の絵』（日本経済
新聞社、1984 年）　
（79）貫井正之『豊臣・徳川時代と朝鮮』（明石書店、
2010 年）
（80）「芝蘭」の詩句では、医家三田家の姿を「孔
子家語」の引用で讃え、漢学的素養の博識さに
加えて臨機応変な才力も披露した朴徳源。彼に
は「和歌を揮毫した扇面（個人蔵）」（『大系朝
鮮通信使第六巻』明石書店、1994年）があり、「春
130
をしる　まがきの竹の朝霧は　千代もかわらぬ
いろやそふらん」と、ひらかなの和歌が書かれ、
朴徳源の日本文学への造詣の深さと仮名書で遊
ぶ風雅ぶりも見える。
（81）先に貫井正之氏による朴徳源の総括的見解
を紹介したが、『大系朝鮮通信使第六巻』（前掲）
では、朴を根拠は不明ながらも延享使節とし、
また『青丘学術論集』（第21集2002年）では、「遺
墨目録」の最後尾で朴徳源の延享・宝暦使節両
論を紹介するなど定見をみていない。その検討
なども今後の研究課題となろう。
付記
　この度、故三田利保氏には同家史料の閲覧など
で大変な厚情をいただき、楽しく調査・研究を手
がけることができました。深甚の感謝を申し上げ
るとともに、小稿を利保氏の霊前に捧げます。
